
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．はじめに 
（１）研究の背景と目的	 

中国では 2006 年から中央政府によって「文化産業」の強化と

市場の育成の推進が始まった1)。経済力がある都市に「文化創意

産業園」を開発し，それに関わる人材を集約する目的である2)。

この「文化産業」には現代芸術をはじめとする芸術産業も含まれ

ており，経済重視の芸術のありかたには課題も指摘されている3）。 
文化産業のひとつである芸術に関連する特徴的な場として芸

術区がある。芸術区は作品を制作，展示，販売する場所で4)，政

策の影響を強くうけて変化する。 

	 本研究は芸術区の中でも政府による管理がはじまってから 12
年が経過し，変遷を見ることができる大芬油画村を対象に「複製

画」の大量生産の場が「国家文化産業示範基地」に指定され，管

理運営主体と政策および施設整備がどのように変化したのかを明

らかにすることを目的とする。 
（２）既往研究と本研究の位置付け	 

大芬油画村に関してはウォングの研究が最も詳しい5)。参与観

察などの調査を踏まえ社会学の視点から大芬油画村で制作される

複製画をめぐる事象と，それを批判的に活用する現代芸術との齟

齬を通してフェイクと芸術の関係を考察した。本研究は政策との

関係から研究対象を捉える点でウォングの研究とは異なる。その

ほかの既往研究として，張6）は都市計画の視点から画工の居住コ

ストに着目し，アンケート調査によって大芬村の 1970 年代以降

の居住空間とコストの関係の変遷を明らかにした。また，文化産

業の視点からは銭ら7），朱8）は大芬村の産業の経営についてオー

クションなど複製画を含む油画に関連する産業の推進を提言した。

また，宮9）は大芬村の油画は商業的な装飾絵画としての価値を重

視すべきであると提言した。 
本研究はウォングをはじめとする以上の既往研究を用いながら，

文化政策との関係から大芬油画村の変遷を明らかにする。 
（３）研究の対象と方法	 

	 研究の方法は文献調査とする。文献は大芬油画村に関する雑誌

記事，新聞記事，書籍，ウェブの記事を用いた。雑誌，新聞，ウ

ェブの記事は中国学術検索サイト「知網（cnki）」において「大芬

油画村」をキーワードで検索した結果から，地元の新聞「深セン

特区報」（115件），「深セン商報」（116件），「南方日報」（11件），

「中国文化報」（74 件）を対象とした。さらに，中国における主

要な美術雑誌である「美術観察」（8 件），政府の見方を把握する

ために中央政府文化部が発刊する「芸術市場」（14 件）の記事を

対象とした。また，政策に関する公文書や記事は，中国中央政府

（文化部や海関総署），深セン市政府，深セン市都市計画局，竜岡

区政府，大芬油画村のホームページから把握した。 
	 補足として，文献で得た情報と各施設の位置を確認するために，

2016 年 7 月に大芬油画村を目視で調査し，管理組織の業務内容

や油画村に進出する画工や画家に関する状況を把握するため，芬

油画村管理弁公室の主任（W氏）に聞き取り調査を実施した。 
（４）対象地の概要	 

	 大芬油画村は深セン市竜崗区に位置し，深恵路（竜崗大道）と

布沙路に囲まれ，敷地面積は約400haである。約２万人が働くが
10)，そのうち画家および画工は約 8000 人11)，大芬村内に居住し

ておらず籍だけがある住民は約300人とされている12)。画工が描

いた複製画は13),輸出され世界の複製画の約6割を占めるとも言わ

れる14)。	  
現在は画廊，額装業者，輸送業者，画材販売店，アトリエ，美

術教室，油画貿易商の事務所，大芬村美術館，カフェ，画家住宅

（大芬公共賃貸住宅）等で構成される（図− １）。主に油画を販売

するが，近年では水墨画や工芸品，彫刻なども扱う。新聞記事に

よると，油画を販売する店は約70％を占め，額装業および画材は

12％，水墨画や書を販売する店は約10％，工芸業や美術教室は約

8％である15)。また，店舗外の空間を利用し，建物の間の路地や外

壁を利用した販売，制作のスペースは「壁画廊」と呼ばれ，約200
ヶ所ある16）。ウォングによると，大芬油画村では老バン（老闆）
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と呼ばれる元締めが注文を受け，画工を手配し複製画を制作販売 
する。老バンは自ら制作し画工が描いたものに加筆修正する場合

もある。その数は１ヶ月で数百枚，数千枚に上ることもある17)。 
	 

２．第一期，無管理の期間（〜1997年）	 	 

大芬油画村の管理運営の変化は, 政府が介入開始した1998 年，

「国家文化産業示範基地」に指定された 2004 年，経済が変化し

た2008年で4期に分けることができる。 
（１）成立以前	 

	 大芬村は1980 年代初期までは約300 人が居住する客家の民家

と水田の農村だった18)。1992年8月深センの「第一回城鎮化（都

市化）運動」19）がきっかけで，大芬村の客家の住民は民家のあっ

た場所に３階から５階の建物を建て，生業は農業から不動産の賃

貸業に変わった20）。民家からコンクリートの多層建物への変化は，

商売や生産用のスペース増加，移住人口の増加を可能にし，油画

村の形成を促進したと考えられる。 
（２）大芬油家村のはじまり	 

	 はじまりは 1989 年に香港の画商黄江が大芬村を訪れて民家を

借り，画工を招いて開いた複製画の工房であることは知られてい

る21）。当時は黄のように複製画の制作と販売のために深センに画

商が進出する例が多かったという22）。当時は布吉鎮にあった長龍

村，新三村，一村に既に画工や商人が集まっていたため，複製画

の商売に適した環境があった23）。初期に移住した老バンの弟子達

が独立し大芬村で個人の工房や店舗を開き，輸出向けの複製画生

産地である大芬油画村が形成された。1998年までの10年間は政

府の管理がない状態だった24）。1990年代中頃までは，輸出先はほ

とんど香港だったが，1990年代後半には初期の老バンらの独立し

た画工や弟子達が中国輸出商品貿易会「広交会」に参加し，徐々

に国際市場を拡大した25）。 
	 

３．第二期，政府の介入（1998年〜2003年）	 

（１）地方政府による施策と整備	 

その後，多くの画工，画商が大芬村に集まり新聞記事などにそ

の存在が取り上げられたため26)，1998年に区政府，布吉鎮政府が

大芬村の居住や商売環境を調査し27)，行政による村の環境改良事

業が始まった28）。2001 年 5 月布吉鎮政府は「大芬村環境改造領

導小組」を設立し（表− １），油画の貿易，観光，美術研修および

教育の「文化村」を目標とした29）。同年9月，布吉鎮政府は深セ

ン市で初めて鎮レベルの「文学芸術界聯合会（文連）」を設立し，

大芬村の画家に呼びかけて各地で写生活動を行った30）。2003年に

は深セン市が「文化立市」政策31）を公布し「文化産業事業の発展 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を推進する」32）と定め，大芬村は「油画産業」および「文化産業」

の場として取り上げられるようになった33）。 
	 竜崗区政府は「大芬村環境改造領導小組」の環境改良事業とし

て，道路や広場，建物の外観の修景等の整備を行った。2001年に

は「油画一条街」「茂業書画交易広場」（図− 1）が整備された。 
（２）美術界からの批判	 

	 この時期の美術雑誌における大芬油画村に関する記事は 8 件

中大芬油画村を肯定する記事は3件で，ほかは批判的な内容であ

る34）。たとえば 2003 年の記事では，経済性を重視する深センの

市民は高価な芸術品よりも水墨画や大芬油画村の「複製画」が好

みであると述べられている35）。 
	 

４．第三期，発展整備期（2004年〜2007年）	 

（１）国，省，市による「産業示範基地」指定	 

	 2004年に「国家文化産業示範基地」に指定され，大芬村は深セ

ン市による大規模なイベントである第１回深セン国際文化産業博

覧会（以下「文博会」とする）の会場になった。「国家文化産業示

範基地」とは，あるまとまった地区または企業に資金を投入し文

化産業に関連する産業を振興する「模範地区」のことである。「文

博会」では 1100 名の画工による油画創作のパフォーマンスや，

展覧会，油画オークション，シンポジウムなどのイベントが開催

された36)。2005年には「深セン市文化産業示範基地」37)および「広

東省版権豊業示範基地」38)にも登録された。 
	 中央政府文化部文化産業司の司長は 2004 年の記事で，大芬油

画村が「市場経済に対応し，一般市民の美術品所有の需要を満た

した」と評価する一方，「オリジナル作品の制作も推奨する」と述

べた39）。このように，この時期においてすでにオリジナル作品の

制作を推奨する意見があったが，複製画の輸出益が高かったため，

オリジナル作品を販売した画商は少なかった40）。 
（２）官民による管理運営組織の設立（表− １）	 

	 「国家文化産業示範基地」指定をきっかけに，2004年に民間組

織である「大芬美術産業協会」が成立した。宣伝，進出を希望す

る画商の対応，だけでなくイベントや展覧会なども開催する。現

在695名の画家、画工や画商が登録されている。 
	 2005年には竜崗区政府が「大芬油画村管理弁公室」を設置し，

大芬油画村に関する計画策定，建設，宣伝広報，市場，人事，接

待，観光開発，イベント管理などあらゆる業務を一括して担当す

るようになった41）。これにより大芬油画村は，形式上は地方政府

の管理下に置かれることになった。しかし，もとは画商という民

間の商売からはじまった大芬村の運営は「市場原理に従うため，

図－1	 大芬油画村の施設配置（Google	 Mapを加工）	 

表－1	 大芬油画村の管理運営組織	 
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政府の支援は補助的なものにすぎない」いわゆる「大芬模式」で

あるとされた42）。 
	 同年，大芬村居民小組43）は「大芬股份合作公司」に変更された。

「合作公司」とは，従業員全員の投資と社会的な資産投資から構

成され，労働や出資額に応じた配当を実行する公的な性格の強い

企業の形態である44）。元村長が「董事長」（株主総会の会長）, 住
民が株主となり，村内の土地の賃貸や不動産開発，などを管理す

るようになった。 
（３）オリジナル作品の制作のための住宅政策	 

	 2007 年には深セン市と竜崗区が 268 戸の低価格の公共賃貸住

宅を建設した（図− 1）45）46）。公共低価格賃貸住宅もオリジナル

作品の制作のための人材の誘致と育成を目的とし，国家レベルの

美術協会会員は３LDK 約 100m２の住宅を，省レベルは２LDK，

市レベルは１LDK，大芬美術産業協会の会員は１DKの住宅を借

りることができ，家賃は市場価格の50％〜70％に設定された47）。

しかし，この住宅申請は，実績と学歴がある画家が優先されるた

め，最も多い一般の画工は該当しないという問題がある。一方，

2007年の「芸術市場」の記事には大芬油画村の住民が，法的な契

約を提供しないで住居を貸して家賃を値上げするため，家賃が払

えずに村から出て行く画工もいるという問題が指摘された48）。 
（４）広場および美術館の整備	 

	 政府は2004年に入口の古い住宅を壊し「油画広場」を整備し49），

2005年に黄江は市場があった場所に「黄江芸術広場」を建設した

（図− 1）50）。その他，建物外壁の塗り直しや道路の舗装，照明

など環境整備を行った。2007 年には「大芬美術館（図− 1）」が

整備された。美術館は著名な芸術家を招いて講演やシンポジウム

を開催し，画工に交流や学習する機会と場所を提供した51）。 
（５）産業化促進の期待	 

	 この時期の『芸術市場』の記事は６件ある。紹介記事のほか，

大芬油画村の経済的な効果を確認し「産業化」のために関連企業

や組織を設立する必要があるとされた52）。また，大衆の芸術への

消費を拡大する役割を担うと期待される一方で，複製画の流行は

深センの文化が浅く芸術の消費がないためであると指摘された53）。 
	 

５．第四期，オリジナル作品への転換（2008年〜現在）	 

（１）輸出の減少と政策の転換	 

2008年から2009年に起こったいわゆる「リーマンショック」

が輸出主力の大芬油画村に大きなダメージをもたらした。2008
年には「広交会」（中国輸出入商品貿易会）における大芬油画村の

取引は従来の 1/30 まで激減し，個々の販売会社の取引量も 25％
〜80％まで減少した54）。2008 年以前には 8 割が海外の売り上げ

だったが，2009 年以降 2 割に逆転した55）。このため，政府およ

び画商は，海外向けの低価格の複製画の大量生産だけではなく，

「オリジナル作品の制作と複製画の二本柱による発展」という方

針を示した56）。ホテルや家庭のインテリア装飾向けのオリジナル

作品を複製したり，客の注文に応じてサイズ，色の変更などの「二

次加工」を施したりすることもある57)。現在，国内と海外の売り

上げは同程度に落ち着いた58）。 
（２）大芬美術家協会と文化産業発展弁公室の設立（表－１）	 

	 2009年には大芬美術家協会が成立した。大芬油画村管理弁公室

主任 W 氏への聞き取りによると，入会の条件は，大芬油画村で

活動し，市レベル以上の美術家協会の会員であることで，現在国

家レベル24人, 省レベル50人，市レベル約150人の協会員がい

る。 
同じ年に竜崗区全体の文化産業の「業務主管」と「業務指導」

を担当する竜崗区の文化産業発展弁公室が設置された59）。文化産

業発展弁公室は大芬油画村管理弁公室を指導する立場として，事

業の指導，財政部門と連携した基金管理，「文博会」，政策の実行，

企業へのサービスなど文化産業に関連する業務を担当する60）。	 	  
2011年には「大芬油画産業股份有限公司」が設立した。設立以

降，海外市場の拡大ための展覧会やオークションを開催し，村内

の画廊への総合サービスの提供をはじめた。2012 年 5 月には，

オーストラリアに「オーストラリア大芬文化産業集団有限会社」

という子会社を成立し，「大芬油画展示販売中心」を開いた61)。し

かし，海外からの注文の激減だけでなく，国内に類似の複製画を

生産する地区が開発されたため62），大芬村では画商や画工・画家

の流失などにより経営が厳しい状況が続いている。 
（３）複製品の「工芸品」化とオリジナル作品の推進	 

	 2009 年文化産業発展弁公室は清華大学の文化創意産業研究セ

ンターと連携し『深セン市竜崗区文化発展規画綱要2009-2015』
を制定した63）。この綱要では，大芬油画村は「高級工芸美術品」

の項目に分類された64)。 
	 2009 年に中央政府文化部および海関総署が美術品の輸出入に

際し，各地域の海関および文化行政部門への申請と作品の審査を

義務付ける法令を制定したため65)，大芬油画村複製油画の輸出量

は減少した。このため，広東省文化庁，海関広東省分署は「大芬

油画村の絵画はオーダー注文の『複製工芸品』であり，著作権に

関わらず，美術品ではない」と定めた66）。一方で，大芬油画村管

理弁公室と大芬美術家協会は，年4, 5回オリジナル作品を制作す

る画家向けの国内写生イベントを主催している。 
（４）販売および観光客向けの施設整備	 

	 2008 年に「大芬油画交易広場（図− 1）」，2009 年に「大芬廬

浮（ルーブル）宮（図− 1）」など展示販売の建物を次々に整備し

た。2008 年には竜崗区政府が観光客誘致のため村の中心に長さ

200m，幅３m の「珈琲街」を整備し，通り沿いにカフェや記念

品を売る商店等の観光施設を誘致した67)。 
（５）産業化の評価	 

「美術市場」には2009 年から現在までの8 件中７件が肯定的

な記事である。例えば 2013 年には収蔵や投資のための芸術品だ

けでなく，大芬油画村の複製画を「消費用芸術品」に分類すべき

とされた68）。唯一の批判記事は 2010 年，大芬油画村の複製画な

どのローエンド製品を中心とした画家村は成長したが，十分な美

術的素養がない消費者を増やし，オリジナル作品の市場に悪影響

を与えるという内容であった69）。 
	 

６．おわりに	 

大芬油画村は成立以来，政府の方針と市場経済の影響をうけて

変遷し現在にいたる。本研究の結果から明らかになったのは次の

２点である。 
（１）管理運営主体の混在	 

表− 1 で示したように，現在，大芬油画村はさまざまな管理運

営組織がある。民間の画商からはじまり，地方政府，国などの管

理が始まったが，当初は政府の支援は補助的なものにすぎないと

された70）。しかし，その後は区政府の「大芬油画村管理弁公室」

の設置により政府による整備と管理が進んだ。一方，公的な性格

の強い企業や民間の組織も存在し，業務内容の分担が明確ではな

い。大芬油画村管理弁公室のW氏への聞き取りによると，現在，

「大芬美術館」の土地所有権は政府に変更されたが，「茂業書画交

易広場」と「大芬廬浮宮」は個人が所有する。また，大芬油画村

の建物の所有権はもとの住民のままで，土地の開発権は大芬股份

合作公司，建物の管理権は地方政府機関の大芬油画村管理弁公室

にあるなど混乱が生じる原因となっている。 
（２）複製画とオリジナル絵画の位置付けの混乱	 

複製画の輸出がもっとも盛んだった第二期まではオリジナル

絵画が一部で推奨されたものの，具体的な政策はなかった。その

後第四期の輸出利益の激減により政府はオリジナルの制作を提唱
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し71），一方で輸出入の規制に対応するために大芬油画村の複製画

は「高級工芸美術品」として輸出が続けられている。複製画であ

るかオリジナルの「芸術作品」であるかにかかわらず産業として

利益を生むことを推進しているため，例えばオリジナル画家の誘

致に問題がある一方で画工の流出が生じているなど，政策面でも

芸術区としての方向性が錯綜している。 
大芬油画村の特徴である複製画生産とオリジナル作品創作の

境界は実際には曖昧であると指摘されている72)。経済的な利益を

重視する「文化産業示範基地」の複製画の販売とオリジナル絵画

の制作という芸術活動を同時に推進する現在の政策はその曖昧さ

ゆえに問題が多いと考えられる。今後は管理運営組織の担当業務

の明確化と，複製画とオリジナル制作が一体となった大芬油画村

の芸術区としての特徴を生かした支援政策が必要である。 
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